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　ζの箪離した糖の融鮎やその他の性質をしらべること

ができるのみならずアセチル化した試料に封して95％

程度に各成分が回牧されるので重量分析的に定量分析も

幽行うことができる。ただし試料をアセチル化する時に

109％反慮が進まぬことが定量分析的に行う場合の難鮎

1となるが，糖の分離瀧力は非常に優秀である。
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　同檬に酵素を用いて分析するのであるが

前述のエムルvンの場合のように酵素とし

て分離したものを用いずに特定酵素を有す
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　しか食べない酵母εaccharomyces．　marxianus，　S．ano．．

malus，およびS．　exigusの爾種を用いる。まず試料の
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